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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次 第25期中 第26期中 第27期中 第25期 第26期

会計期間

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　６月30日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　12月31日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　12月31日

売上高 (千円) ― 4,145,8564,029,3247,496,7828,459,221

経常利益 (千円) ― 651,411 611,8501,180,1741,333,501

中間(当期)純利益 (千円) ― 427,467 349,251 610,595 798,853

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― 235,550 803,337 235,550 803,337

発行済株式総数 (株) ― 2,815,0003,315,000281,5003,315,000

純資産額 (千円) ― 2,313,8764,037,7901,912,2653,823,214

総資産額 (千円) ― 4,498,6275,645,9314,229,6595,774,964

１株当たり純資産額 (円) ― 821.98 1,218.046,793.121,153.31

１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― 151.85 105.35 2,169.07 275.60

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― 100.00 40.00

自己資本比率 (％) ― 51.4 71.5 45.2 66.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― 515,187 475,441 635,6231,148,941

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △683,045 60,482 △3,291△1,683,376

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △40,921△321,255△650,664 773,706

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) ― 295,729 958,449 504,508 743,780

従業員数
〔外、平均臨時
雇用者数〕

(名)
―

〔―〕
161

〔436〕
169

〔439〕
152

〔435〕
154

〔459〕
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(注) １　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しておりませんので記載しておりま

せん。

５　従業員数には嘱託社員は含んでおりません。従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の平均雇用人員(１日８時間

換算)であります。

６　当社は平成19年４月11日付で普通株式１株につき10株の分割を行っております。また、平成19年11月１日付で

有償一般募集により500,000株を発行しております。

７　第26期の１株当たり配当額40円には、記念配当10円を含んでおります。

８　当社は、第26期中間会計期間より中間財務諸表を作成しておりますので、第25期中間会計期間の記載はしてお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当中間会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の従業員の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
169　
〔439〕

(注) １　従業員数には、嘱託社員を含んでおりません。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の中間会計期間における平均雇用人員(１日８時間換算)であります。

　

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間期におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題の影響による金融不安、原油高および

株価の低迷等、景気の先行きに対する不安が高まってまいりました。また、原油や食品等の価格が上昇す

る中、業績悪化を懸念する企業が増え、人件費を抑制する動きとともに個人消費が冷え込んでまいりまし

た。 

　当業界におきましては、相次ぐ食品偽装表示問題等により、消費者の食に対する安心・安全への関心が

一層高まりました。また、業界内での競争は相変わらず激しい状況にあり、原油価格高騰に端を発した原

材料の仕入価格の上昇により、販売価格へ転嫁する企業が増加いたしました。 

　このような状況下におきまして、当社は平成20年３月より和牛ステーキを導入し、ステーキ、ハンバーグ

のトッピングを変更する等のメニュー改訂を実施し、より付加価値を高めるメニュー構成に取り組んで

まいりました。一方、ランチメニューにおきましては、ランチタイムの客数増を狙い、170ｇがんこハン

バーグランチを導入する等、お値打ち感のあるメニュー開発を行いました。更に、サラダバーに提供して

いる旬の食材等を詳しく紹介したフリーペーパーを各テーブルに配置し、お客様に一層サラダバーの魅

力を訴求いたしました。 

　販促活動といたしましては、平成20年４月から創業30周年記念として、お客様に食器（小鉢）をプレゼ

ントする企画を開催し、再来店につなげる活動を行いました。 

　一方、売上原価につきましては、豪州産牛肉の仕入価格の高止まりやコーン、ポテト等の牛肉以外の食材

等の仕入価格が上昇傾向にあり、原価率が前中間期より0.6ポイント上昇いたしました。 

　販売費および一般管理費におきましては、今後の出店に備えて、社員の採用と教育が当社の最重要課題

と考え、研修等を強化、充実したことにより、採用教育費が増加いたしました。また、電気、ガス料金の単価

上昇により、水道光熱費が増加いたしました。なお、お客様に値引き券、金券等をお渡していた販促方法を

変更したことにより、販売促進費が減少いたしました。 

　この結果、当中間期における経営成績は、売上高40億29百万円（前年同期比2.8％減）、営業利益６億11

百万円（前年同期比7.1％減）、経常利益６億11百万円（前年同期比6.1％減）、中間純利益３億49百万円

（前年同期比18.3％減）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、958,449千円（前事業年度末

は743,780千円）となり214,669千円増加いたしました。 

　当中間期末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動において得られた資金は、475,441千円（前中間会計期間は515,187千円の収入）となりま

した。これは主に、税引前中間純利益が　610,964千円、減価償却費が177,551千円あった一方、法人税等

の支払いが300,942千円あったこと等によります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において得られた資金は、60,482千円（前中間会計期間は683,045千円の支出）となりまし

た。これは主に、定期預金等の払戻による収入が150,000千円、改装等に伴う有形固定資産の取得による

支出が78,534千円あったこと等によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動において使用した資金は321,255千円（前中間会計期間は40,921千円の支出）となりまし

た。これは主に、長期借入金の返済による支出が217,507千円、配当金の支払額が131,453千円あったこ

と等によります。

　

２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当中間会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 生産高（千円） 前年同期比（％）

ステーキ 375,811 103.0

ハンバーグ 114,851  94.5

ステーキソース  29,103  94.3

その他  14,164 103.6

合計 533,930 100.6

(注) １　上記はコミサリーにおける生産実績であります。

２　金額は製造原価によって表示しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　その他は、デザート類他であります。

　

(2) 仕入実績

当中間会計期間における仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 仕入高（千円） 前年同期比（％）

肉類 　　　　　　 417,934 　　　　　　　 103.2

野菜類              127,242                102.6

米・パン              112,950                 98.0

ドリンク類               75,459                 90.5

   その他                 372,000                 94.6

合計               1,105,588                 98.7

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当中間会計期間における販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。

なお、当社は一般顧客を対象とした店舗販売ですので、特定の販売先はありません。

地域別 販売高（千円） 前年同期比（％）

愛知県            2,664,589                 98.6

岐阜県              590,834                   88.6

三重県              339,914                 92.7

静岡県              433,986                106.0

合計               4,029,324                 97.2

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

　

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

５ 【研究開発活動】

当中間会計期間において、記載すべき研究開発活動は行われておりません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は次のとおりであります。

(1) 重要な設備の新設

事業所名
（所在地）

事業部門 設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定 完成後の
増加能力
（席）

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

ブロンコビリー
昭島昭和の森店
(東京都昭島市）

レストラン
営業店舗
用設備等

60,0001,717自己資金
平成20年
８月

平成20年
９月

102

ブロンコビリー
大宮三橋店

(さいたま市大宮区)
レストラン

営業店舗
用設備等

60,0001,000自己資金
平成20年
９月

平成20年
10月

102

（注） １　投資予定金額には、無形固定資産が含まれております。

　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 重要な設備の除却等

重要な設備の除却等に該当する計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,260,000

計 11,260,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月27日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,315,000 3,315,000ジャスダック証券取引所 ―

計 3,315,000 3,315,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年１月１日
～

平成20年６月30日
― 3,315,000― 803,337― 713,337
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(5) 【大株主の状況】

平成20年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

竹市靖公 愛知県名古屋市北区 876,401 26.44

竹市啓子 愛知県名古屋市北区 495,466 14.95

ブロンコビリー従業員持株会 愛知県名古屋市名東区平和が丘１丁目75 182,400 5.50

竹市克弘 愛知県名古屋市北区 125,233 3.78

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11－３ 102,200 3.08

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 100,000 3.02

竹市光敏 埼玉県さいたま市浦和区 90,000 2.71

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 70,000 2.11

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 50,000 1.51

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－11 44,400 1.34

計 ― 2,136,100 64.44

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 102,200株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 44,400株

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,314,800
33,148 ―

単元未満株式
普通株式

200
― ―

発行済株式総数 3,315,000― ―

総株主の議決権 ― 33,148 ―
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② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 1,809 1,629 1,559 1,559 1,689 1,720

最低(円) 1,295 1,421 1,280 1,440 1,515 1,541

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日
取締役

（第２営業部長）
取締役

(営業部長兼店舗開発担当) 加賀　芳夫 平成20年6月1日

取締役
（商品部長）

取締役
（財務担当） 竹市　啓子 平成20年6月1日

取締役
（第１営業部長）

取締役
（製造購買担当） 竹市　克弘 平成20年6月1日
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第５ 【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令

第38号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前中間会計期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)は、改正前の中間財務諸表等規則に

基づき、当中間会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)は、改正後の中間財務諸表等規則に

基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間会計期間(平成19年１月１日から平成

19年６月30日まで)及び当中間会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)の中間財務諸表に

ついて、あずさ監査法人により中間監査を受けております。

なお、前中間会計期間に係る中間監査報告書は、平成19年10月２日提出の有価証券届出書に添付されたも

のによっております。

　

３　中間連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

　

前中間会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度
要約貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ　流動資産

　１　現金及び預金
 

661,243 1,905,422 1,825,118

　２　売掛金 11,105 12,945 17,639

　３　たな卸資産 37,605 42,760 63,897

　４　その他 100,710 105,866 117,703

　　　流動資産合計 810,66418.0 2,066,99436.6 2,024,35935.1

Ⅱ　固定資産

　１　有形固定資産 ※1

　　(1) 建物 ※2 1,971,073 2,017,389
2,113,659　

　

　　(2) 構築物 240,204 241,822 257,943

　　(3) 器具備品 375,424 313,577 359,027

　　(4) その他 ※2 228,597 168,948 160,751

　　　有形固定資産合計 2,815,300 2,741,738 2,891,381

　２　無形固定資産 149,165 144,811 149,950

　３　投資その他の資産

　　(1) 差入保証金 554,327 521,424 536,872

　　(2) その他 169,169 170,961 172,400

　　　投資その他の資産
　　　合計

723,497 692,386 709,273

　　　固定資産合計 3,687,96282.0 3,578,93663.4 3,750,60564.9

　　　資産合計 4,498,627100.0 5,645,931100.0 5,774,964100.0
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前中間会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度
要約貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)

Ⅰ　流動負債

　１　買掛金 208,626 191,345 248,733

　２　短期借入金 50,000 66,640 ―

　３　一年以内償還予定
　　　社債

32,000 32,000 32,000

　４　一年以内返済予定
　　　長期借入金

※2 436,465 284,408 380,355

　５　未払金 395,112 316,876 354,814

　６　未払法人税等 252,599 266,157 312,547

　７　賞与引当金 14,566 17,383 10,853

　８　販売促進費引当金 11,438 ― 12,834

　９　その他 ※3 110,160 115,722 124,675

　　　流動負債合計 1,510,96833.6 1,290,53322.9 1,476,81425.6

Ⅱ　固定負債

　１　社債 120,000 88,000 104,000

　２　長期借入金 ※2 490,540 206,132 327,692

　３　その他 63,242 23,474 43,243

　　　固定負債合計 673,78215.0 317,6065.6 474,9358.2

　　　負債合計 2,184,75148.6 1,608,14028.5 1,951,74933.8

(純資産の部)

Ⅰ　株主資本

　１　資本金 235,5505.3 803,33714.2 803,33713.9

　２　資本剰余金

　　(1) 資本準備金 145,550 713,337 713,337

　　　資本剰余金合計 145,5503.2 713,33712.7 713,33712.4

　３　利益剰余金

　　(1) 利益準備金 58,887 58,887 58,887

　　(2) その他利益
　　　　剰余金

　　　　別途積立金 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　　　　繰越利益剰余金 867,388 1,455,425 1,238,774

　　　利益剰余金合計 1,926,27542.8 2,514,31344.5 2,297,66139.8

　　　株主資本合計 2,307,37551.3 4,030,98871.4 3,814,33666.1

Ⅱ　評価・換算差額等

　１　その他有価証券
　　　評価差額金

6,5000.1 6,8020.1 8,8780.1

　　　評価・換算差額等
　　　合計

6,5000.1 6,8020.1 8,8780.1

　　　純資産合計 2,313,87651.4 4,037,79071.5 3,823,21466.2

　　　負債純資産合計 4,498,627100.0 5,645,931100.0 5,774,964100.0
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② 【中間損益計算書】

　

前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間

(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
要約損益計算書

(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 4,145,856100.0 4,029,324100.0 8,459,221100.0

Ⅱ　売上原価 ※4 1,203,40129.0 1,192,11029.6 2,484,85129.4

　　　売上総利益 2,942,45471.0 2,837,21470.4 5,974,37070.6

Ⅲ　販売費及び
　　一般管理費

※4 2,284,34855.1 2,225,92755.2 4,618,67854.6

　　　営業利益 658,10615.9 611,28615.2 1,355,69116.0

Ⅳ　営業外収益 ※1 24,2050.6 20,1930.5 47,4120.6

Ⅴ　営業外費用 ※2.4 30,8990.8 19,6290.5 69,6030.8

　　　経常利益 651,41115.7 611,85015.2 1,333,50115.8

Ⅵ　特別損失 ※3 28,9800.7 885 0.0 42,2180.5

　　　税引前中間
　　　(当期)純利益

622,43015.0 610,96415.2 1,291,28215.3

　　　法人税、住民税
　　　及び事業税

243,556 256,308 544,229

　　　法人税等調整額 △48,593194,9634.7 5,404261,7136.5 △51,800492,4285.9

　　　中間(当期)純利益 427,46710.3 349,2518.7 798,8539.4
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年12月31日残高(千円) 235,550145,550145,55058,887500,000968,0701,526,9581,908,058

中間会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △28,150△28,150△28,150

　中間純利益 427,467427,467427,467

　別途積立金の積立 500,000△500,000 ― ―

　株主資本以外の項目の中間
　会計期間中の変動額(純額)

―

中間会計期間中の変動額合計
　　　　　　　　　　(千円)

― ― ― ― 500,000△100,682399,317399,317

平成19年６月30日残高(千円) 235,550145,550145,55058,8871,000,000867,3881,926,2752,307,375

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年12月31日残高(千円) 4,207 4,207 1,912,265

中間会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △28,150

　中間純利益 427,467

　別途積立金の積立 ―

　株主資本以外の項目の中間
　会計期間中の変動額(純額)

2,293 2,293 2,293

中間会計期間中の変動額合計
　　　　　　　　　　(千円)

2,293 2,293 401,610

平成19年６月30日残高(千円) 6,500 6,500 2,313,876
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当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年12月31日残高(千円) 803,337713,337713,33758,8871,000,0001,238,7742,297,6613,814,336

中間会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △132,600△132,600△132,600

　中間純利益 349,251349,251349,251

　別途積立金の積立 ―

　株主資本以外の項目の中間
　会計期間中の変動額(純額)

―

中間会計期間中の変動額合計
　　　　　　　　　　(千円)

― ― ― ― ― 216,651216,651216,651

平成20年６月30日残高(千円) 803,337713,337713,33758,8871,000,0001,455,4252,514,3134,030,988

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年12月31日残高(千円) 8,878 8,878 3,823,214

中間会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △132,600

　中間純利益 349,251

　別途積立金の積立 ―

　株主資本以外の項目の中間
　会計期間中の変動額(純額)

△2,075 △2,075 △2,075

中間会計期間中の変動額合計
　　　　　　　　　　(千円)

△2,075 △2,075 214,576

平成20年６月30日残高(千円) 6,802 6,802 4,037,790
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前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年12月31日残高(千円) 235,550145,550145,55058,887500,000968,0701,526,9581,908,058

事業年度中の変動額

　新株の発行 567,787567,787567,787 1,135,575

　剰余金の配当 △28,150△28,150△28,150

　当期純利益 798,853798,853798,853

　別途積立金の積立 500,000△500,000 ― ―

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

―

事業年度中の変動額合計(千円) 567,787567,787567,787 ― 500,000270,703770,7031,906,278

平成19年12月31日残高(千円) 803,337713,337713,33758,8871,000,0001,238,7742,297,6613,814,336

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年12月31日残高(千円) 4,207 4,207 1,912,265

事業年度中の変動額

　新株の発行 1,135,575

　剰余金の配当 △28,150

　当期純利益 798,853

　別途積立金の積立 ―

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

4,670 4,670 4,670

事業年度中の変動額合計(千円) 4,670 4,670 1,910,949

平成19年12月31日残高(千円) 8,878 8,878 3,823,214
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

　１　税引前中間(当期)純利益 622,430 610,964 1,291,282

　２　減価償却費 163,043 177,551 358,755

　３　賞与引当金の増加額 4,288 6,529 575

　４　販売促進費引当金の
　　　減少額

△18,328 △12,834 △16,932

　５　受取利息及び受取配当金 △1,312 △2,486 △2,506

　６　支払利息及び社債利息 8,729 6,017 17,044

　７　割賦手数料 1,448 1,374 2,819

　８　固定資産除売却損 28,980 885 42,218

　９　たな卸資産の増減額
　　　(△:増加額)

21,871 21,137 △4,420

　10　売上債権の増減額
　　　(△:増加額)

2,368 4,694 △4,166

　11　長期前払費用の減少額
 

1,423 4,411 4,638

　12　仕入債務の減少額 △46,297 △57,387 △6,189

　13　未払金の増減額　
      (△:減少額)

22,113 22,933 △5,831

　14　未払消費税等の増加額 15,686 14,012 16,996

　15　その他 9,517 △16,060 18,261

　　　　小計 835,963 781,744 1,712,544

　16　利息及び配当金の受取額 1,312 2,486 2,506

　17　利息等の支払額 △10,114 △7,847 △19,590

　18　法人税等の支払額 △311,973 △300,942 △546,519

　　　　営業活動による
　　　　キャッシュ・フロー

515,187 475,441 1,148,941
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　 前中間会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

　１　定期預金等の預入による
　　　支出

△270,466 △16,835 △999,490

　２　定期預金等の払戻による
　　　収入

320,008 150,000 332,008

　３　投資有価証券の取得によ
　　　る支出

△447 ― △1,008

　４　有形固定資産の取得によ
　　　る支出

△673,606 △78,534 △947,118

　５　有形固定資産の売却によ
　　　る収入

― 200 ―

　６　無形固定資産の取得によ
　　　る支出

△29,292 △5,890 △40,855

　７　有形固定資産の除却によ
　　　る支出

△25,462 △300 △38,559

　８　差入保証金の差入による
　　　支出

△20,784 △1,849 △21,184

　９　差入保証金の返還による
　　　収入

2,410 390 2,490

　10　建設協力金の回収による
　　　収入

18,200 16,906 35,976

　11　保険積立金の積立による
　　　支出

△3,604 △3,604 △5,634

　　　　投資活動による
　　　　キャッシュ・フロー

△683,045 60,482 △1,683,376

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

　１　短期借入金の純増減額 50,000 66,640 ―

　２　長期借入金の借入れによ
　　　る収入

200,000 ― 200,000

　３　長期借入金の返済による
　　　支出

△218,426 △217,507 △437,384

　４　割賦未払金の支払による
　　　支出

△28,345 △22,934 △51,057

　５　社債の償還による支出 △16,000 △16,000 △32,000

　６　株式の発行による収入 ― ― 1,122,297

　７　配当金の支払額 △28,150 △131,453 △28,150

　　　　財務活動による
　　　　キャッシュ・フロー

△40,921 △321,255 773,706

Ⅳ　現金及び現金同等物の
　　増減額

△208,779 214,669 239,271

Ⅴ　現金及び現金同等物の
　　期首残高

504,508 743,780 504,508

Ⅵ　現金及び現金同等物の
　　中間期末(期末)残高

295,729 958,449 743,780
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１　資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券

　　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　中間会計期間末日の市場価格等

に基づく時価法(評価差額は、

全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法に

より算定)によっております。

１　資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券

　　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

同左

１　資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券

　　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　決算日の市場価格等に基づく時

価法(評価差額は、全部純資産

直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定)

によっております。

　　　時価のないもの

　　　　移動平均法による原価法によっ

ております。

　　　時価のないもの

同左

　　　時価のないもの

同左

　(2) たな卸資産

　　①　店舗食材・仕込品・原材料

　　　 総平均法による原価法を採用し

ております。

　(2) たな卸資産

　　①　店舗食材・仕込品・原材料

同左

　(2) たな卸資産

　　①　店舗食材・仕込品・原材料

同左

　　②　貯蔵品

　　　 最終仕入原価法による原価法を

採用しております。

　　②　貯蔵品

同左

　　②　貯蔵品

同左

２　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産

　　　建物(建物附属設備を除く)

　　　イ　平成10年３月31日以前に取得

したもの

　　　　　旧定率法

２　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産

同左

２　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産

同左

　　　ロ　平成10年４月１日から平成19

年３月31日までに取得し

たもの

　　　　　旧定額法

　　　ハ　平成19年４月１日以降に取得

したもの

　　　　　定額法

　　　建物以外

　　　イ　平成19年３月31日以前に取得

したもの

　　　　　旧定率法

　　　ロ　平成19年４月１日以降に取得

したもの

　　　　　定率法

　　　なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物 10～50年

構築物 10～20年

機械及び装置 ３～15年

車両運搬具 ６年

器具備品 ３～９年
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　 前中間会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

　(2) 無形固定資産

　　　定額法によっております。

　　　なお、事業用借地権については、

契約年数を基準とした定額法、

また、自社利用のソフトウェア

については社内における利用可

能期間(５年)に基づく定額法に

よっております。

　(2) 無形固定資産

同左

　(2) 無形固定資産

同左

　(3) 長期前払費用

　　　均等償却によっております。

　(3) 長期前払費用

同左

　(3) 長期前払費用

同左

３　繰延資産の処理方法

　(1) 　　　 ―――

３　繰延資産の処理方法

　(1) 　　　 ―――

３　繰延資産の処理方法

　(1) 株式交付費

　　　支出時に全額費用処理しており

ます。

４　引当金の計上基準

　(1) 賞与引当金

　　　従業員の賞与支払に備えるため、

賞与の支給見込額のうち当中間

会計期間の負担分を計上してお

ります。

４　引当金の計上基準

　(1) 賞与引当金

同左

４　引当金の計上基準

　(1) 賞与引当金

　　　従業員の賞与支払に備えるため、

賞与の支給見込額のうち当期負

担分を計上しております。

　(2) 販売促進費引当金

　　　顧客に交付した販売促進券の将

来の使用による販売促進費の計

上に備えるため、販売促進券の

未使用額に対して過去の回収実

績率を乗じて引当計上しており

ます。

　(2) 販売促進費引当金

―――

　(2) 販売促進費引当金

　　　顧客に交付した販売促進券の将

来の使用による販売促進費の計

上に備えるため、販売促進券の

未使用額に対して過去の回収実

績率を乗じて当期負担分を計上

しております。

５　リース取引の処理方法

　　　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっ

ております。

５　リース取引の処理方法

―――

５　リース取引の処理方法

　　　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっ

ております。

６　ヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

　　　金利スワップについては、特例処

理によっております。

６　ヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

同左

６　ヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

同左

　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　　ヘッジ手段…金利スワップ

　　　ヘッジ対象…借入金金利

　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　③　ヘッジ方針

　　　金利変動のリスク負担の適正化

に限定しております。

　③　ヘッジ方針

同左

　③　ヘッジ方針

同左

　④　ヘッジ有効性評価の方法

　　　金利スワップの特例処理の要件

を満たしておりますので、有効

性の評価を省略しております。

　④　ヘッジ有効性評価の方法

同左

　④　ヘッジ有効性評価の方法

同左
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　 前中間会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

７　中間キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲

　　　手許現金、随時引出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、か

つ、価値変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっておりま

す。

７　中間キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲

同左

７　キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金の範囲

同左

８　その他中間財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項

　　　消費税及び地方消費税の処理方

法

　　　税抜方式によっております。

８　その他中間財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項

　　　消費税及び地方消費税の処理方

法

同左

８　その他財務諸表作成のための基

本となる重要な事項

　　　消費税及び地方消費税の処理方

法

同左
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会計処理の変更

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

(固定資産の減価償却の方法の変更)

　当中間会計期間より、平成19年度の

法人税法の改正((所得税法等の一部

を改正する法律　平成19年３月30日　

法律第６号)及び(法人税法施行令の

一部を改正する政令　平成19年３月

30日　政令第83号))に伴い、平成19年

４月１日以降に取得したものについ

ては、改正後の法人税法に基づく方

法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽

微であります。

――――― (固定資産の減価償却の方法の変更)

　当事業年度より、平成19年度の法人

税法の改正((所得税法等の一部を改

正する法律　平成19年３月30日　法律

第６号)及び(法人税法施行令の一部

を改正する政令　平成19年３月30日　

政令第83号))に伴い、平成19年４月

１日以降に取得したものについて

は、改正後の法人税法に基づく方法

に変更しております。これにより従

来の方法によった場合に比べて減価

償却費は、6,040千円増加し、営業利

益、経常利益及び税引前当期純利益

はそれぞれ6,040千円減少しており

ます。

　

追加情報

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

―――――

 

　法人税法の改正に伴い、当中間会計

期間より平成19年３月31日以前に取

得した資産については、改正前の法

人税法に基づき取得価額の５％に到

達した事業年度の翌事業年度より、

取得価額の５％相当額と備忘価額と

の差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上してお

ります。

　これによる損益に与える影響は軽

微であります。

―――――
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注記事項

(中間貸借対照表関係)

　
前中間会計期間末
(平成19年６月30日)

当中間会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成19年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

2,588,521千円

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

2,927,901千円

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

2,771,717千円

※２　担保資産及びこれに対する債

務

　　　担保資産

建物 31,562千円

土地 143,008千円

　合計 174,570千円

※２　担保資産及びこれに対する債

務

　　　担保資産

建物 29,965千円

土地 143,008千円

　合計 172,974千円

※２　担保資産及びこれに対する債

務

　　　担保資産

建物 30,739千円

土地 143,008千円

　合計 173,748千円

　　　担保に対する債務

一年以内
返済予定
長期借入金

110,138千円

長期借入金 135,610千円

　合計 245,748千円

　　　担保に対する債務

一年以内
返済予定
長期借入金

83,492千円

長期借入金 52,118千円

　合計 135,610千円

　　　担保に対する債務

一年以内
返済予定
長期借入金

96,892千円

長期借入金 93,530千円

　合計 190,422千円

※３　消費税等の取扱い

　　　　仮払消費税等及び仮受消費税等

は相殺のうえ、流動負債の

「その他」に含めて表示して

おります。

※３　消費税等の取扱い

同左

―――

 

　

(中間損益計算書関係)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

※１　営業外収益の主要項目

転貸収入 11,400千円

※１　営業外収益の主要項目

転貸収入 11,400千円

※１　営業外収益の主要項目

転貸収入 22,800千円

※２　営業外費用の主要項目

支払利息 8,221千円

転貸費用 10,368千円

割賦手数料 1,448千円

※２　営業外費用の主要項目

支払利息 5,352千円

転貸費用 10,705千円

割賦手数料 1,374千円

※２　営業外費用の主要項目

支払利息 15,720千円

転貸費用 21,078千円

割賦手数料 2,819千円

※３　特別損失の主要項目

固定資産
除却損

28,980千円

※３　特別損失の主要項目

固定資産
除売却損

885千円

※３　特別損失の主要項目

固定資産
除却損

42,218千円

※４　減価償却実施額

有形固定資産 153,327千円

無形固定資産 9,716千円

※４　減価償却実施額

有形固定資産 166,521千円

無形固定資産 11,030千円

※４　減価償却実施額

有形固定資産 338,470千円

無形固定資産 20,284千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　

前期末株式数(株)
当中間会計期間
増加株式数(株)

当中間会計期間
減少株式数(株)

当中間会計期間末
株式数(株)

(発行済株式)
普通株式

281,500 2,533,500 ― 2,815,000

合計 281,500 2,533,500 ― 2,815,000

(注)　平成19年３月16日の取締役会決議により、平成19年４月11日付で１株を10株とする株式分割を行っております。

　

２　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成19年３月16日
定時株主総会

普通株式 28,150 100平成18年12月31日 平成19年３月19日

　

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となる

　もの

　　　　　該当事項はありません。

　

当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　

前期末株式数(株)
当中間会計期間
増加株式数(株)

当中間会計期間
減少株式数(株)

当中間会計期間末
株式数(株)

(発行済株式)
普通株式

3,315,000 ― ― 3,315,000

合計 3,315,000 ― ― 3,315,000

　

　

２　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成20年3月27日
定時株主総会

普通株式 132,600 40平成19年12月31日 平成20年3月28日

(注)　平成19年12月期期末配当金の内訳　普通配当　30円　記念配当　10円

　

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となる

　もの

　　　　　該当事項はありません。
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前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　

区分 前期末株式数(株) 当期増加株式数(株) 当期減少株式数(株) 当期末株式数(株)

(発行済株式)
普通株式

281,500 3,033,500 ― 3,315,000

計 281,500 3,033,500 ― 3,315,000

(注)　発行済株式の総数は、以下の事項により増加しております。

①平成19年４月11日付で株式１株につき10株の株式分割により2,533,500株増加しております。

②平成19年11月１日を払込期日とする公募増資により500,000株増加しております。

　

２　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月16日
定時株主総会

普通株式 28,150 100平成18年12月31日 平成19年３月19日

　

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年３月27日
定時株主総会

普通株式
繰越利益
剰余金

132,600 40平成19年12月31日 平成20年３月28日

(注)　平成19年12月期期末配当金の内訳　普通配当　30円　記念配当　10円
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

　現金及び現金同等物の中間期末残

高と中間貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成19年６月30日現在)

(千円)

現金及び預金 661,243

　計 661,243

預入期間３か月超の
定期預金

△365,514

　現金及び現金同等物 295,729

　現金及び現金同等物の中間期末残

高と中間貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)

(千円)

現金及び預金 1,905,422

　計 1,905,422

預入期間３か月超の
定期預金

△946,973

　現金及び現金同等物 958,449

　現金及び現金同等物の期末残高と

貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

(平成19年12月31日現在)

(千円)

現金及び預金 1,825,118

　計 1,825,118

預入期間３か月超の
定期預金

△1,081,337

　現金及び現金同等物 743,780

　

(リース取引関係)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

　　リース資産の事業内容における重

要性が低いこと及びリース契約１

件当たりの金額が少額なため、注

記の対象から除いております。

１　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

　  該当事項はありません。

１　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

同左
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(有価証券関係)

前中間会計期間末(平成19年６月30日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分
取得原価
(千円)

中間貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

①　株式 5,204 19,217 14,013

②　債券 ― ― ―

③　その他 11,334 9,505 △1,828

合計 16,538 28,722 12,184

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券

　非上場株式 15,000

合計 15,000

　

当中間会計期間末(平成20年６月30日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分
取得原価
(千円)

中間貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

①　株式 5,764 19,004 13,240

②　債券 ― ― ―

③　その他 11,334 9,546 △1,787

合計 17,099 28,551 11,452

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券

　非上場株式 15,000

合計 15,000
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前事業年度末(平成19年12月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

①　株式 5,764 23,902 18,137

②　債券 ― ― ―

③　その他 11,334 9,506 △1,827

合計 17,099 33,409 16,309

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

区分
貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券

　非上場株式 15,000

合計 15,000
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(デリバティブ取引関係)

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除い

ております。

　

当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除い

ております。

　

前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除い

ております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

　

当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

　

前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１株当たり純資産額 821円98銭１株当たり純資産額 1,218円04銭１株当たり純資産額 1,153円31銭

１株当たり中間純利益 151円85銭１株当たり中間純利益 105円35銭１株当たり当期純利益 275円60銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益については、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

　当社は、平成19年４月11日付で株式

１株につき10株の株式分割を行って

おります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の１株当たり情

報については、以下のとおりとなり

ます。

(前事業年度)

１株当たり純資産額 679円31銭

１株当たり当期純利益 216円90銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

―

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益については、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

 

 

 

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

　当社は、平成19年４月11日付で株式

１株につき10株の株式分割を行って

おります。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の１株当たり情

報については、以下のとおりとなり

ます。

(前事業年度)

１株当たり純資産額 679円31銭

１株当たり当期純利益 216円90銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

―

　
(注)　１株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
  至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
  至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
  至　平成19年12月31日)

中間損益計算書(損益計算書)上の
中間(当期)純利益(千円)

427,467 349,251 798,853

普通株式に係る中間(当期)純利益
(千円)

427,467 349,251 798,853

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 2,815,000 3,315,000 2,898,562

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり中間(当期)純
利益の算定に含まれなかった潜在
株式の概要

― ― ―

　

(重要な後発事象)

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

該当事項はありません。

　

当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第26期（自 平成19年１月１日　至 平成19年12月31日）平成20年３月27日東海財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

　

平成19年10月２日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　田　　島　　和　　憲　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　岡　　憲　　正　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　奥　　谷　　浩　　之　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられている株式会社ブロンコビリーの平成19年１月１日から平成19年12月31日までの第26期事業年度の

中間会計期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照

表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する

意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重

要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心と

した監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として

中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成19年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中

間会計期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 ※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券届出書提出会社が別

途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

　

平成20年８月26日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　田　　島　　和　　憲　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　岡　　憲　　正　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　奥　　谷　　浩　　之　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられている株式会社ブロンコビリーの平成20年１月１日から平成20年12月31日までの第27期事業年度の

中間会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照

表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する

意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重

要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心と

した監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として

中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中

間会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 ※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途保

管しております。
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